
到達目標
B

到達目標
C

シーケンス制御を理解
し 、 回路の設計ができ
る。

シーケンス制御を理解し
ている。

シーケンス制御を理解し
ていない。

シーケンス図を読み取
り 、 ト ラ ブルを解決する
こ と ができ る。

シーケンス図を読み取
り 、 ト ラ ブルに気付く こ
と ができ る。

到達目標
D

シーケンス図を読み取
り 、 綺麗に配線をするこ
と ができ る。

シーケンス図を読み取
り 、 配線をするができ
る。

シーケンス図を読み取
り 、 配線をするこ と がで
き ない。

到達目標
E

シーケンス図を読み取
り 、 ト ラ ブルに気付く こ
と ができ ない。

なし

【 科目の目的】

こ の科目を受講する学生は、 第二種電気工事士の認定実習と し て国家資格の習得する事が出来ます。 認定科目と し て専用工具の名称・ 取り 扱いから 始めます。 使
用材料の種類を鑑別し ます。 図面に関し ては基礎的な内容から 読み解き 、 配線工事に必要な図面を理解でき る事を目的と し ます。 課題は基本的な接続から 理論的
に理解する事が必要な回路まで、 多岐にわたる内容を取組ます。 電気設備工事の施工を行う 上での基準を学び、 総合的に理解でき るよう になるのがねら いです。
又、 各種計器類の作成・ 動作実験を行います。

【 科目の概要】

こ の授業では、 電気の電気回路を学ぶ上で必要な項目について、 計算方法、 公式の利用等を解説し 、 例題、 演習問題を通し て理解でき るよう に進めていく 。 また
項目ごと に小テスト （ 確認テスト ） を行い、 こ の授業に参加する学生が、 電気の基礎を理解でき 、 国家試験を受験するのに必要な計算力が身につく よう に進めて
いく 。

【 到達目標】

こ の科目では、 学生が電気工事業界から 求めら 、 今後進むべき 「 電気工事技術者」 と し ての現場施工技術の範囲における、 基礎知識や応用実習の習得が目標と な
り ます。 実際の施工現場をイ メ ージし 理解するこ と が重要であり 、 基礎技術の向上・ 専用工具の使用方法を理解する。 施工現場での工期や協力・ 連携に必要な材
料の扱い方を学び理解し ます。 現場活動を行う ための必要な能力を具体的にイ メ ージするこ と 、 無駄の無い効率的な現場作業の重要性を理解するこ と を目標にし
ている。

【 授業の注意点】

こ の授業では、 キャ リ ア形成の観点から 、 授業中の私語や受講態度などには厳し く 対応する。 理由のない遅刻や欠席は認めない。 授業で配布するプリ ント 問題に
積極的に取り 組み提出する。 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は定期試験を受験するこ と ができ ない。

2025

学期 前期

単位数 2 種別※ 実習電子・ 電気科 電気工事コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 60

よい

到達目標
A

法規上の電線接続や、 機
器への結線方法を理解し
ている。

回路計の原理や製作方法
を理解し 、 各種測定がで
き る。

科目名 テク ノ ロジー実習

英語科目名

学科・ 学年

担当教員 本田堅一 教員の実務経験 あり 実務経験の職種

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

年度

ふつう あと 少し
法規上の電線接続や、 機
器への結線方法を知っ て
いる。

法規上の電線接続や、 機
器への結線方法を理解し
ていない。

回路計の原理や製作方法
を理解し ている。

回路計の原理や製作方法
を理解し ていない。

【 教科書】
資料を配布する。

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】
試験： 70％試験を総合的に評価する。 課題： 20％製作課題に対し て総合的に評価する。 平常点： 10％積極的な授業参加度、 授業態度
によっ て評価する。

※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

優れている



回数

評
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方
法

自
己
評
価

1
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3

1

2

3

1

2

3

1
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3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

シーケンスと は何かを理解する

シーケンスの図記号を理解する

シーケンスで使用する機器を理解する

使用工具の取り 扱い方法を理解する

1

3

1

1

1

シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路を理解する

シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路を理解する

シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路を理解する

接続条件を理解する

1器具の使用方法を理解する

適切に接続するこ と ができ る

回路計と は何かを理解する

はんだ付け

校正

電線

施工

接続条件

器具

施工

概要

部品 3部品の種類を理解する

適切にはんだ付けをするこ と ができ る

回路計の動作に問題がないこ と を確認でき る

3回路計を用いて各種測定ができ る

測定結果をまと めるこ と ができ る

年度 2025

英語表記

3

工具 使用工具の取り 扱い方法を理解する

接続条件 接続条件を理解する

1電線の取り 扱い方法を理解する

適切に接続するこ と ができ る

安全作業法 安全作業法を理解する

実習上のルール 実習上のルールを理解する

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 オリ エンテーショ ン

1

学期 前期

科目名 テク ノ ロジー実習

主回路の配線ができ る

制御ラ ンプの配線ができ る

回路計1 回路計の製作

2 電線接続1 接続器具未使用

3 電線接続2 接続器具使用

4

安全作業、 実習上のルー
ルを理解する

1シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

評価方法： 1. 出来栄え、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路を理解する

1シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路を理解する

回路

配線

動作確認

回路

配線

動作確認

動作確認 導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る

回路 回路を理解する

シーケンス図を読み取り 配線ができ る

回路を理解する

1配線 シーケンス図を読み取り 配線ができ る

配線

動作確認

1

回路

シーケンス図を読み取り 配線ができ る

導通試験を行い、 安全に動作確認ができ る動作確認

回路を理解する回路

配線

シーケンス制御4 寸動運転回路 配線

動作確認

回路

配線

動作確認

工具

主回路

ラ ンプ回路

回路

配線

動作確認

回路

7 シーケンス制御2 主回路・ ラ ンプ回路

8 シーケンス制御3 自己保持回路

9

データ 処理

概要

5 回路計2 測定・ データ 処理 測定

6 シーケンス制御1
シーケンス制御と は何か
を理解する 図記号

機器

シーケンス制御10
電動機スタ ー・ デルタ 運
転回路

13 シーケンス制御8 電動機繰り 返し 運転回路

14 シーケンス制御9 電動機正転逆転運転回路

15

シーケンス制御7 ラ ンプ順次点灯回路

10 シーケンス制御5 2箇所制御回路

11 シーケンス制御6 限時運転回路

12


	テクノロジー実習

